
   

三
月
十
二
日
、
東
京
新
宿
区
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
広
場
で
「
協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」
の

第
一
回
総
会
と
発
足
を
祝
う
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
初
代
の
会
長
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
準
備
委
員
会
の
会
長
を
務
め
た
鈴
木
忠
博
氏

（
昭
和
四
十
二
年
三
次
隊
ナ
イ
ロ
ビ 

建
築
設
計
）
が
選
ば
れ
、
派
遣
開
始
か
ら
五
十
年
を
経
て
、

は
じ
め
て
ケ
ニ
ア
で
活
動
し
た
す
べ
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
千
五
百
人
以
上(

派
遣
中
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｖ
・
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む)

を
会
員
の
対
象
に
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
設

立
と
な
り
ま
し
た
。

派遣から５０年　節目の年にケニア OB・OG 会 発足

　　協力隊ケニアＯＢ・ＯＧ会出席者一同による記念写真。( 写真中央　鈴木忠博会長（昭和 42 年 3 次隊 ナイロビ 建築）

ご
来
賓
、
会
員
の
方
々

協力隊ケニア OB・OG 会 会報
　

協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
設
立
経
過
報
告

２
０
１
５
年
８
月
１
日 

　
「
協
力
隊
ケ
ニ
ア
派
遣
５
０
周
年
を
祝
う
会
」
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
市
ヶ
谷
に
て
開
催
こ
れ
を
機
に
ケ
ニ
アOBOG

会
全
国
組
織
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

の
呼
び
か
け
を
始
め
る
。

２
０
１
５
年
１
２
月
１
３
日　

協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
向
け
て
会
設
立
趣
旨
説
明
と
賛
否
確
認
ハ
ガ
キ
送
付
こ
の
時
点
で
把
握
し
て
い
た
総
数
１
４
４
３　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
の
う
ち
、
９
０
８
名
中
設
立
賛
同
者
数
４
７
７
名
（
ハ
ガ
キ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
返
答
が
あ
っ
た
数
）。

２
０
１
６
年
１
月 

　

連
絡
可
能
な
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
過
半
数
の
賛
同
を
得
た
こ
と
で
会
設
立
に
向
け
準
備
開
始
。

２
０
１
６
年
２
月 

　

協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
設
立
総
会
の
案
内
ハ
ガ
キ
送
付
総
会
出
欠
回
答
数
２
３
９
名
（
内
欠
席
委
任
数
：
２
０
６
名
）。

２
０
１
６
年
３
月
１
２
日　

協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
設
立
総
会
開
催　

総
会
出
席
者
数
３
３
名
。

会
場
内
で
は
お
互
い
初
対
面
で
は
あ
っ

て
も
同
じ
ウ
ガ
リ
を
食
べ
た
先
輩
後
輩

同
士
は
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
、

あ
る
い
は
研
究
な
ど
の
場
で
の
会
員
同

士
の
相
互
協
力
に
つ
い
て
の
話
に
も
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
賓
の
ひ
と
り
、
小
川
登
志
夫 

現

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
長
か
ら
は
ケ

ニ
ア
で
行
わ
れ
た
派
遣
五
十
周
年
記
念

行
事
の
報
告
の
ほ
か
、
か
つ
て
協
力
隊

訓
練
所
が
置
か
れ
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
広

尾
（
東
京
渋
谷
区
）
の
用
地
が
、
隣
接

す
る
聖
心
女
子
大
学
の
校
地
と
し
て
買

収
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
の
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
長
に
よ
る

と
「
同
校
の
ご
好
意
に
よ
り
敷
地
内
に

残
さ
れ
て
い
る
物
故
隊
員
を
祭
っ
た
慰

霊
碑
は
現
状
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
建
物

の
１
階
部
分
に
関
し
て
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

の
協
議
を
も
っ
て
使
用
用
途
を
定
め
た

い
」
と
の
事
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形

で
活
用
さ
れ
て
行
く
の
か
、
興
味
深
い

話
題
も
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

「
協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」
で

は
青
年
海
外
協
力
隊
の
み
な
ら
ず
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
経
験
者
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
い
う
方
針
か
ら
、
あ
え
て
青

年
海
外
協
力
隊
と
い
う
名
称
を
使
用
せ

ず
、「
協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」

と
い
う
名
称
に
し
た
と
の
趣
旨
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
会
の
正
式
名
称

に
つ
い
て
は
今
後
、
各
会
員
か
ら
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
次
回
以
降
の
総
会

で
承
認
、
決
定
さ
れ
る
見
込
み
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

ま
た
全
国
に
散
ら
ば
る
会
員
の
期
待

に
応
え
る
た
め
、
今
後
は
各
都
道
府
県

の
Ｏ
Ｖ
組
織
な
ど
を
通
じ
て
活
動
を
呼

び
掛
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
の
後
に
行
わ
れ
た「
祝

う
会
」
に
は
青
木
盛
久 

元
青
年
海
外

協
力
隊
事
務
局
長
ご
夫
妻
、
橋
本
栄
治

元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ケ
ニ
ア
所
長
ら
も
駆
け
つ

け
、
昭
和
四
十
二
年
三
次
隊
か
ら
平
成

二
十
四
年
三
次
隊
ま
で
の
帰
国
隊
員
約

四
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
５
年
（
昭
和
４
０
年
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
協
力
隊
事
業
が
開
始
さ
れ
た
年
、
ア
フ
リ
カ
で
は
唯
一
の
派
遣
国
と
し
て
ケ
ニ
ア
に
３
名
の
隊
員
が
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
多
く
の
隊
員
が
ケ
ニ
ア
の
地
で
活
動
し
、
そ
れ
は
今
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
派
遣
実
績
は
、
累
計
で
青
年
海
外
協

力
隊
員
１
５
５
５
人
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
９
人
と
な
り
、
派
遣
人
数
は
マ
ラ
ウ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
次
い
で
第
３
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
１
５
０
０
人
を
超
え
る
ケ
ニ
ア
か
ら
の
帰
国
隊
員
が
日
本
あ
る
い
は
国
際
社
会
の
中
で
活
躍
し
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。　

と
こ
ろ
が

不
思
議
な
こ
と
に
、
今
ま
で
ケ
ニ
ア
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
を
束
ね
る
組
織
は
設
立
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
設
立
と
な
っ

た
次
第
で
す
。
会
の
目
的
を
左
記
の
よ
う
に
定
め
、
今
後
は
帰
国
し
た
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
、
公
式
な
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
会
を
設

立
※
す
べ
く
活
動
を
行
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

【
ケ
ニ
アOBOG

会
の
目
的
】

１
．
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
間
の
連
携
、
交
流
を
深
め
、
発
展
さ
せ
る
場
を
提
供
す
る

２
．
ケ
ニ
ア
と
日
本
の
友
好
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
推
進
す
る

３
．
ケ
ニ
ア
で
の
経
験
を
日
本
お
よ
び
世
界
に
還
元
す
る
活
動
を
支
援
す
る

       

青
木
盛
久 

元
青
年
海
外
協
力
隊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

事
務
局
長
ご
夫
妻

　設立の趣旨と目的
　　　　　　　　（設立趣旨書より抜粋）
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竹
尾　

敬
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       S63-2    

倉
科　

芳
朗

       H18-2    

山
口　

昌
彦

       H21-4   

菅
井　

河
奈
子

       H23-2   

岸　

卓
巨

       H23-4    

藤
城　

友
昭

  

ご
寄
付
、
カ
ン
パ
な
ど

   　
　
　

お
振
り
込
み
口
座
は

  

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

   　

店
名
：
八
二
八
支
店　

　

   

店
番
：
８
２
８

普
通　
３
８
２
７
６
２
０

　

当
時
の
ケ
ニ
ア
は
独
立
し
て
四

年
目
で
あ
り
、
各
省
庁
の
ト
ッ
プ

は
ケ
ニ
ア
人
で
し
た
が
、
そ
の
下

に
は
英
国
人
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
在
籍
し
、
司
法
、
立
法
、
行

政
業
務
の
移
転
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
初
期
の
隊
員
は

活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
電
気
等
の
特
殊
な
仕
事
に
関

す
る
資
格
は
英
国
の
ラ
イ
セ
ン
ス

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条

件
の
も
と
、
資
格
の
習
得
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

 

そ
れ
か
ら
五
十
年
が
経
っ
た

現
在
で
は
、
派
遣
さ
れ
た
隊
員

は
シ
ニ
ア
、
短
期
を
含
め
て

千
五
百
五
十
五
人
、
シ
ニ
ア
隊
員

三
十
九
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。

立
準
備
委
員
長
の
要
請
が
あ

り
、
一
昨
年
八
月
一
日
に
は

在
日
ケ
ニ
ア
大
使
館
よ
り
ソ

ロ
モ
ン
・
マ
イ
ナ
大
使
、
元

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
長

で
駐
ケ
ニ
ア
日
本
国
特
命
全

権
大
使
で
あ
ら
れ
た
青
木

盛
久
様
、
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ケ
ニ

ア
所
長　

熊
岸
健
治
様
、
橋

本
栄
治
様
を
お
迎
え
し
て
の

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
催
さ
れ
、
こ
れ
に
参
加
さ

れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が

設
立
実
行
委
員
と
な
り
、
三

月
十
二
日
の
設
立
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
ケ
ニ
ア
の
帰
国
隊
員

に
は
全
体
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
を
機
に
、
現
地
で
活
動

す
る
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
と
共

に
ケ
ニ
ア
と
の
友
好
を
深
め
、

六
十
周
年
、
七
十
周
年
へ
と

継
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」

　

派
遣
５
０
周
年
を
き
っ
か
け
に

将
来
に
つ
な
ぐ
活
動
を

私
は
設
立
総
会
に
於
い
て
、
初
代
の
会
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
鈴
木
忠
博
で
す
。

　

昭
和
４
２
年
３
次
隊
（
１
９
６
８
年
）
建

築
設
計
で
派
遣
さ
れ
、
任
地
は
ナ
イ
ロ
ビ
で

業
務
は
住
宅
省
か
ら
住
宅
公
団
に
出
向
し
、

建
築
家
と
し
て
住
宅
設
計
と
設
計
監
理
を
担

当
し
ま
し
た
。

　　ＣＰに計算尺の指導をする隊員時代の鈴木会長　　

　

今
年
度
の
本
会
役
員

顧
問　

青
木
盛
久 　

　
　
　
　
元　

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
長

会　

長 
S42-3 

鈴
木　

忠
博

副
会
長 

S63-1 

川
田　

直
輝

 
S62-2 

関　

友
博

会　

計 
S58-3 

松
村　

文
雄

 
H12-2 

金
田　

健
一

広　

報 
H18-3 

岡
部　

繁
勝

 
S63-2 

菊
地　

正
明

運
営
委
員   

      　
　
　

   S41-3     

牛
山　

勝

                    S42-3     

井
上　

三
雄       

  

協
力
隊
ケ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

結
成
の
経
緯
で
す
が
、i

一
昨
年
、

五
十
周
年
を
向
え
て
ケ
ニ
ア
か
ら
の

帰
国
隊
員
ら
に
よ
る
忘
年
会
が
企
画

さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
席
で
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
立
ち
上
げ
の
提
案
が
あ

り
、
そ
の
後
協
力
隊
祭
り
の
時
に
具

体
的
な
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
初
期

の
現
地
事
情
を
知
っ
て
い
る
私
に
設


